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平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、公益財団法人松竹大谷図書館では 7 月 1 日より、歌舞伎座の戦前までの筋書(劇場プ

ログラム)について、Web 上で閲覧できるデジタルアーカイブを公開いたします。 
 

当館では令和 2(2020)年度のクラウドファンディング

にて、明治 22 年に初開場した東京歌舞伎座の戦前ま

での筋書約 1,180 冊のデジタル撮影と保存のための資

金調達プロジェクトを実施いたしました。成立後か

ら、アーカイブ構築等 Web 公開に向け準備を進めて

おりましたが、この度、当館 HP 内のデジタルアーカ

イブ「芝居番付検索閲覧システム」において公開を開

始することとなりました。この公開により、明治・大

正期より戦前までの歌舞伎座の筋書を Web 上で検索・閲覧することができるようになり

ます。利用者のサービス向上とともに、日本演劇研究へのさらなる貢献ができればと考え

ておりますので、公開告知へのご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

なお本リリースの情報解禁は、7 月 1 日(金)午前 10 時より当該サイトが公開されるため、

紙媒体は 7 月 1 日(金）朝刊以降、WEB 媒体は 7 月 1 日(金)午前 10 時以降にてお願い申し

上げます。 

 

松竹大谷図書館所蔵貴重資料デジタルアーカイブ「芝居番付検索閲覧システム」 

■U L R：https://www.dh-jac.net/db1/ban/search_shochiku.php 

■公開日：令和 4(2022)年 7 月 1 日(金) 午前 10 時 

■問い合わせ先：（公財）松竹大谷図書館 03-5550-1694 

 

※1)松竹大谷図書館所蔵貴重資料デジタルアーカイブ「芝居番付検索閲覧システム」は、

松竹大谷図書館と立命館大学アート・リサーチセンターとの間で結ばれた協定に基づき、

システムの開発及び公開をアート・リサーチセンターが行っています。 
 

※2)デジタルアーカイブ公開後は資料保護のため、原則として資料現物の閲覧はできなく

なりますのでご了承ください。 

演劇・映画の専門図書館 公益財団法人松竹大谷図書館 

戦前の歌舞伎座筋書をデジタルアーカイブで公開 

 

https://www.dh-jac.net/db1/ban/search_shochiku.php
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【松竹大谷図書館概要】 

公益財団法人松竹大谷図書館は、昭和 33(1958)年 7 月 1 日に開館し、本年で創立 64 年を

迎える演劇・映画専門の私立図書館です。歌舞伎やその他の演劇・映画に関する台本やプ

ログラムなどの資料約 49 万点を無料で一般公開しています。松竹が手掛けた興行関連資

料から他社の資料までを幅広く収集・所蔵し、利用者へのサービスに努めています。 

 

【クラウドファンディングでの取り組み】 

当館では平成 24(2012)年より、クラウドファンディングサービス「READYFOR」にて運

営費の募集を開始、平成 25(2013)年からは、貴重資料のデジタル化や保存プロジェクトに

も取り組んでおります。歌舞伎座筋書は公演一次資料として利用頻度が高いため製本が崩

壊したものや、紙自体も経年劣化が進んで破損しているものもありました。 

そこで令和 2(2020)年に、「【第９弾】演劇史を紐解く、歌舞伎座の絵本番付と筋書を後世

へ。」プロジェクトとして、戦前の歌舞伎座の筋書をデジタル化し、保存するためのクラ

ウドファンディングを実施いたしました。大変ありがたいことに 256 名の方より 325 万円

のご支援をいただきプロジェクトは成立いたしました。 

以後 2 年間は、立命館大学アート・リサーチセンターの協力のもと、筋書のデジタル撮影

とアーカイブ構築を進め、閲覧システムでの公開に向け、準備をして参りました。 

この度の公開により、利用者はどこからでも自由にアクセスし、戦前の歌舞伎座筋書の検

索・閲覧・活用ができるようになります。 

 

【芝居番付検索閲覧システムの特色】 

「芝居番付検索閲覧システム」は、平成 26(2014)年度に実施したクラウドファンディング

「【第 3 弾】日本文化の宝・歌舞伎や映画の記憶を未来につなぐ。」プロジェクトにより当

館所蔵の【芝居番付】(ポスターやチラシにあたる資料)をデジタル化し、公開しているデ

ータベースです。 

今回デジタル化した【筋書】、【絵本番付】が加わ

ることで、当館所蔵の歌舞伎座開場当時から戦前

までの番付全種類を Web で一覧できるようにな

り、より充実したデータベースになります。 

●演目名や劇場名、上演年月日などから資料を検

索することができます。 

●検索結果画面の見開きページごとのサムネイル

画像をクリックすると、表紙から全てのページを

拡大して閲覧することができます。 

上)芝居番付検索閲覧システム サムネイル画像（明治 24(1891)年 1 月歌舞伎座筋書） 

https://www.shochiku.co.jp/shochiku-otani-toshokan/
https://readyfor.jp/
https://readyfor.jp/projects/ootanitoshokan9
https://readyfor.jp/projects/ootanitoshokan9
https://www.arc.ritsumei.ac.jp/index-jp.html
https://readyfor.jp/projects/ootanitoshokan3
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【筋書、絵本番付とは】 

現在の劇場プログラムにあたる資料です。明治初期には新しい形式の番付として演目の挿

絵と配役(役割)が掲載された木版刷の【絵本番付(絵本役割)】が発行されていましたが、

印刷技術が発達するにつれて、配役とあらすじが掲載された活版印刷の【筋書】も発行さ

れるようになりました。さらに大正期に入ると【筋書】には出演俳優の写真や談話などが

掲載されるようになります。 

また、劇場からのお知らせのほか、化粧品など様々な広告が掲載された【筋書】は、出版

当時の社会や世相を反映した生活文化を物語る貴重な資料でもあります。 

これら資料のデジタルアーカイブ公開により、演劇界のみならず、近代から戦前の日本の

社会や文化、出版分野などの研究発展にも寄与できればと考えております。 

 

左)明治 24(1891)年 1 月 

歌舞伎座絵本番付表紙 

中)明治 24(1891)年 1 月 

歌舞伎座筋書表紙  

右)大正 14(1925)年 6 月 

歌舞伎座筋書裏表紙 

 

 

【現在進行中の貴重資料デジタル化プロジェクト】 

●令和元(2019)年度「【第 8 弾】写真で蘇る名優の面影、歌舞伎の魅力を次世代へ。」 

【歌舞伎ブロマイド】12,000 枚をデジタル化。アーカイブ公開に向け準備中です。 

●令和 3(2021)年度「【第 10 弾】歌舞伎や映画､フィルムがつないだ記憶を遺す。」 

【映画フィルム】簡易的なデジタルデータを作成し、映像内容を調査中です。 

 

今後も貴重資料のデジタル化プロジェクトを進め、希少性や利用頻度の高いものから順次

公開していく予定です。 

今後とも引き続きまして、当館の活動並びに貴重資料デジタル化プロジェクトにお力添え

を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

〈このリリースに関する問い合わせ先〉 

公益財団法人松竹大谷図書館 事務局 

〒104-0045 東京都中央区築地 1-13-1 銀座松竹スクエア 3 階 

03-5550-1694 (平日 10:00-17:00) mail: sho-lib@violin.ocn.ne.jp 

https://readyfor.jp/projects/ootanitoshokan8
https://readyfor.jp/projects/ootanitoshokan10

